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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		　地域防災力の中核を担う消防団への加入促進に向け、外国人や学生、児童・生徒等の多様な各層を対象に取り込み、組織力の維持・強化を図るため、消防団加入促進動画及び消防団活動啓発漫画を作成し、YouTubeやホームページ等で配信した。
　また、各消防本部、消防団、市町村及び消防協会に送付しており、今後、地域の啓発活動等で活用することにより、消防団加入促進及び住民の防災意識の醸成・向上が期待される。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		消防団加入促進動画（映像） ショウボウダン カニュウ ソクシン ドウガ エイゾウ		写真２ シャシン		消防団加入促進動画（ＤＶＤ）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		消防団活動啓発漫画（データ）		写真４ シャシン		消防団活動啓発漫画（印刷物）

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン				写真６ シャシン



				今後の展開 コンゴ テンカイ		　令和２年度中には、次に掲げる啓発の取組を行った。
○北海道ホームページにYouTubeリンク先等掲載（動画及び漫画）
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/dan01taitoru.htm
○道の広報Twitterに投稿(動画及び漫画)
○大型ビジョン放映(動画)
　札幌駅前通地下歩行空間・ｻｯﾎﾟﾛﾌｧｸﾄﾘｰ・狸小路・札幌PARCO(3月8日～31日)
○各関係機関にＤＶＤ(動画：500枚)及び印刷物(漫画：２万部)の配付

　令和３年度以降も、動画及び漫画を活用した広報活動を継続し、地域の防災力の担い手である消防団員の加入促進、住民の防災意識の醸成・向上等を図る。
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		①避難所運営研修
　避難所を円滑に開設し運用していくためには、住民、学校、行政による連携が必要不可欠となるため、災害発生時に避難所において実際に顔を合わせることとなる宮の沢町内会住民・手稲宮丘小学校・西区役所の3者による訓練を初めて実施できたことは大変有意義であり、今後も連携して各種防災事業を展開していく契機とすることができた。
②宮の沢町内会自主防災委員会への加入促進事業
　支援協力者の新規登録者として100名を見込んでいたが、支援協力者は75人と目標を達成することはできなかったものの、平成28年度以降に実施してきた様々な防災活動の内容について、今回、防災特別号として広報誌を作成することにより、従来の取組内容を網羅的にまとめ、町内の防災計画や今後の取組みを全ての町内会員に周知することができた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		【避難所運営研修】　避難所の概要について ヒナンジョ ウンエイ ケンシュウ ヒナンジョ ガイヨウ		写真２ シャシン		【避難所運営研修】　滞在スペースの設営

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		【避難所運営研修】　感染症室の設営		写真４ シャシン		【避難所運営研修】　避難所の開錠方法

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		【避難所運営研修】　避難者の受付		写真６ シャシン		【広報誌（防災特別号）】　第1号、第2号、第3号



				今後の展開 コンゴ テンカイ		　様々な災害に対応できる自主防災委員会とするために、より多くの会員を募集し、新たな時代に対応できる若い頭脳と行動力が必要となってきている。
　そのためには、小中学校（避難所）やその保護者世代（活動の主体）との連携が今まで以上に重要になってくると考えられるため、今回作成した広報誌（防災特別号）も活用するとともに、避難所でもある学校を会場にして、児童とその保護者を対象とした防災親子キャンプを開催し、避難教育と遊び、地域コミュニティの醸成を兼ねた企画を計画する。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		【共助】は、本事業の実施をきっかけに、蘭西七町連合会の地区（7つの単位町会の集まり）全体の自主防災会が結成できた。また、受講後２つの団体で地区防災計画を策定した。
【自助】【共助】は、広域防災行政（室蘭市・登別市）と登別室蘭青年会議所（JC登別室蘭）が連携する防災教育事業を、コロナ禍ではあったが、児童40名に対し事故なく行え、参加者及び保護者の満足度も高いものとなった。
【セミナー】セミナーは、コロナ禍においても感染症対策をしながら実施でき、満足度も高く、
【自助】【共助】の取組を理解してもらえた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		輪西地区災害図上訓練（DIG） ワ ニシ チク サイガイ ズジョウ クンレン		写真２ シャシン		蘭西七町連合会の自主防災組織広域化に向けたＧＷ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		中島商店街のＢＣＰを考える		写真４ シャシン		防災ディキャンプ

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		室蘭市防災フェスタ２０２２		写真６ シャシン		防災リーダー育成・連携促進セミナー

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		【共助】の防災教育は、２団体で地区防災計画の策定に繋がり、地域主体の防災活動の取り組みについて、入り口に立てたことから、様々な課題に取り組む企画を進めたい。
「中島商店街のBCPを考える」は、消防団などの関係団体と防災教育企画で、更に関係を深める取り組みを進めたい。
令和２年度は、６つの個別事業を通して関係団体と連携し、コロナ禍においても防災教育を実施できたことから、他団体・他地区に取り組みを広げるよう、庁内関係部・室蘭市町内会連合会と連携し継続する。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　消防水利マップを配備したことで、発災時各個人が水利の場所を特定でき消火活動の初動を早めることに繋げられたと思う。
また、資機材の整備により、消火栓を自主防構成員が取扱いできるようになったことから、消火活動がより効果が高いものとなり、「消防団が初期消火にあたることが出来ない状況であっても地域がそれをカバーできる」状況を作ることができた。
　とくに、マップの配備については、都合により訓練に参加できない世帯においても消防水利の把握ができるほか、地区住民に共通の防火意識を保たせる材料になったものと思われる。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		水利地図成果品①		写真２ シャシン		水利地図成果品②

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		資機材（消耗品）		写真４ シャシン		資機材（備品：マンホールキーハンドル）



						写真５ シャシン		資機材（備品：消防ホース）		写真６ シャシン		資機材（備品：管鎗）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　水利地図と各資機材が配備されたことにより、自主防災組織としての活動範囲が広がったことを自主防構成員各員が十分に感じており、次年度の計画において、年２回団と署と共同の消火訓練の実施や水利地図を活かした防災体制の構築を計画している。これは、本事業により、改めて地域の防火体制の在り方について考え、自分たちで扱える消防設備の存在を認知し確認できたことによるものと思われる。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		【共助】は、本事業の実施をきっかけに、蘭西七町連合会の地区（7つの単位町会の集まり）全体の自主防災会が結成できた。また、受講後２つの団体で地区防災計画を策定した。
【自助】【共助】は、広域防災行政（室蘭市・登別市）と登別室蘭青年会議所（JC登別室蘭）が連携する防災教育事業を、コロナ禍ではあったが、児童40名に対し事故なく行え、参加者及び保護者の満足度も高いものとなった。
【セミナー】セミナーは、コロナ禍においても感染症対策をしながら実施でき、満足度も高く、
【自助】【共助】の取組を理解してもらえた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		市長挨拶① シチョウ アイサツ		写真２ シャシン		市長挨拶②

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		スライド説明①		写真４ シャシン		大学生防災士「防災リーダークラブ」も参加

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		完成した「まつやま施設版タイムライン」		写真６ シャシン		完成した「まつやま施設版タイムライン」

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		【共助】の防災教育は、２団体で地区防災計画の策定に繋がり、地域主体の防災活動の取り組みについて、入り口に立てたことから、様々な課題に取り組む企画を進めたい。
「中島商店街のBCPを考える」は、消防団などの関係団体と防災教育企画で、更に関係を深める取り組みを進めたい。
令和２年度は、６つの個別事業を通して関係団体と連携し、コロナ禍においても防災教育を実施できたことから、他団体・他地区に取り組みを広げるよう、庁内関係部・室蘭市町内会連合会と連携し継続する。
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		本事業により、以下の成果が得られた。

1）本事業では，講義とウォーキングを組み合わせた学習の機会を提供した。アンケート調査では，全体の42%はたくさんの学びがあったと回答し，少しは学びがあったという回答を含めると全体の95%に成果があったと言える。自由記述からも本事業の成果が認められる。
2）本事業では，体力測定とウォーキング指導を実施した。96%が本事業の参加により運動・スポーツを実施したいという意欲を持つようになったと回答しており，今後の生活習慣改善が期待される。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		防災講座		写真２ シャシン		体力測定

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		ウォーキング風景		写真４ シャシン		防災クイズ

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		体力測定結果説明		写真６ シャシン		ロコモスキャン

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		本事業に関しては3会場とも大変好評であり，全戸配布している「防災の手引き」への関心と再読の機会を創出できたと考える。
今回の事業では、新型コロナウィルス感染症の影響により，小規模で実施したために，参加者の多くは龍ケ崎市自主防災組織連絡協議会の常連参加者が多かった。今後は防災意識の低い市民や子育て世代なども含め，楽しく"防災"と"健康"を学ぶ機会を提供していきたい。また，本事業で得た成果や手法を他地区に共有し，防災・健康双方の分野において機運を高めていく。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		・当該事業を実施する事により、市町村の枠を超えた広域避難に向けての連携強化が図られる。
・今後は、本地区のみならず全体的に避難行動訓練を実施する事により、より実効性のある効果的な広域避難計画の策定に向け、取り組む事が出来る。
・広域避難の取組は全国的に実施されつつあり、現時点では計画策定方法等は確立されていないと認識している。広域避難については、地域の状況によって移動手段等が異なることから、全国一律に手法を確立することは困難であり、地域の実情に応じて検討する必要があると考える。本事業は、地方都市部における一つの事例として、他地区への波及が期待され、広域避難の取組の促進に寄与すると考える。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難訓練 ヒナン クンレン		写真２ シャシン		避難行動要支援者避難訓練(乗車訓練)

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所開設訓練(避難所設営訓練)		写真４ シャシン		避難所開設訓練(避難所受付設営訓練)

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練)		写真６ シャシン		避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練)

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		・本地区で策定した地区防災計画を基に、毎年避難行動訓練等を実施する事で、課題や問題点等を洗い出し、今後の地域の防災力強化を図っていく。
・県においては県内市町村を集め｢広域避難検討会｣を実施する予定であることから、本事業を検討会において具体的な取組の一時例として紹介してもらい、他自治体での取組を促す。
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		  防災リーダーの育成・強化を目的として実施した、防災リーダーフォローアップ講座では、二日間で計100名の防災リーダーが受講し、特定非営利活動法人プラス・アーツ理事長永田氏による指導者育成型の講座や実技を交えた講座を行うことで、地域で活動するために必要な能力（人前での話し方、防災訓練の企画・立案等）の習得や指導者としてのスキル向上につながりました。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		防災リーダーフォローアップ講座 会場		写真２ シャシン		防災リーダーフォローアップ講座 講話

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		ＮＰＯ法人プラス・アーツ 講話①		写真４ シャシン		ＮＰＯ法人プラス・アーツ 講話②

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		講師養成トレーニング①		写真６ シャシン		講師養成トレーニング②

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		  より多くの防災リーダーが指導者として活躍できるよう、令和３年度以降も毎年度継続的に防災リーダーの知識・技術・意欲を向上するための講座を開催し、引き続き防災リーダーの能力強化を図るとともに、防災リーダーを中心とした地域自主防災活動の実施体制の確立に努めます。また、女性や若者が興味を持ち、参加しやすいイベントを防災リーダーが中心になり開催することで、防災リーダーの新たな担い手となる人材の発掘や防災リーダーの地位向上を目指します。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		①津波から生き延びる防災マップは、「一人一人が自分の判断で避難所まで、安全に避難できる」ことを目的として作成し、分かり易い防災マップを作成することができた。
②まち歩きによって、参加した自主防災組織委員や消防団員は、地区の危険箇所や危険エリアを実感することができた。
③小野浦区民総員２００人分の備蓄食料・水及び衛生資材を１週間分確保できた。孤立した場合に対する大きな安心感が得られたものと考える。
④同報無線の周波数を利用した簡易無線機４台の整備ができたことは、電話等不通となった場合の役場への救援要請や情報収集が可能となり、安心感が得られたものと考える。
⑤防災講演会に参加できた自主防災組織委員はコロナに関する防災知識や防災に関する考え方、見方が向上したと考える。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		まち歩き		写真２ シャシン		防災マップ作成のためのワークショップ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		整備した備蓄食料・水		写真４ シャシン		防災講演会

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		通信訓練 ツウシン クンレン		写真６ シャシン		作成した防災マップ サクセイ ボウサイ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		①今回の実施事業を整理し、地区防災計画を策定し、町へ提案する。
②防災マップを活用した津波避難訓練や「愛知県美浜少年自然の家」避難所運営マニュアルに基づいた避難所開設訓練等を計画
③家具固定の推進については、アンケート調査結果から新たに判明したものであるが、避難に係る重要な案件であることから、今後、対応していくものである。
④消防団と小野浦区との防災訓練時には、防災マップを活用した連携訓練等を計画
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		  県内の大規模災害団員の担い手の多くは消防職団員OBが多く、消防職団員の補完的業務が主であり、自主防災組織や防災士を担い手とする大規模災害団員の導入イメージが共有されていなかった。
　今回、消防関係者により、大規模災害団員制度を活用した地域防災体制のあり方を検討するとともに、モデル市町において、自主防災組織リーダーや防災士に、大規模災害時に機能別団員として、避難所の開設・運営、住民避難誘導等を担ってもらい、課題の検証を行った。
　これら検討結果や訓練での検証結果を取りまとめることができ、県内市町に対し大規模災害団員制度を導入する際の好事例として、提示することができた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		防災訓練（避難所開設指示）		写真２ シャシン		防災訓練（避難所準備）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		防災訓練（避難所受付訓練）		写真４ シャシン		防災訓練（避難所資機材取扱訓練①）

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		防災訓練（避難所資機材取扱訓練②）		写真６ シャシン		第３回検討会（オンラインで実施）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		  本事業での検討内容結果や訓練での成果および課題等を、大規模災害団員制度未導入の県内市町に対し、大規模災害団員制度を導入する際の好事例として提示するとともに、制度のメリットや導入の必要性を説明し、県の補助制度の活用の推奨と併せて、大規模災害団員制度の水平展開を図る。
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		・自主防災組織や消防団等と連携した訓練を実施することで，実践的な活動ができ，その有効性を確認できるとともに，今後の活動の指針となる姿が構築できた。
・訓練により，各機関との連絡体制が構築でき，クラブ運営となる基盤を熟成させることができた。
・子どもたちが地域のために活動する姿は，防災活動に取り組んでいるものばかりでなく，保護者をはじめとする地域住民に広く関心をもっていただくことができ，クラブに対する理解や防災意識が高まった。
・市危機管理部局と調整を行うことで，防災士会など幅広く関係団体と連携が図られることが確認できた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		「防災訓練 ボウサイ クンレン		写真２ シャシン		防災訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		防災教育		写真４ シャシン		防災教育

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		先進地視察研修（香南消防)		写真６ シャシン		先進地視察研修（徳島県防災センター）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		  昨年度までは，消防まつりへの参加や消防出初式での行進のみで効果的な地域防災力向上のための人材育成ができていなかったが，本事業を通じて，より実践的な活動の効果とクラブ活動の方向性が確認できたため，今後，市内の小学生５，６年生を対象として幅広くクラブ員を募集し，地域防災を担う人材の育成に繋げる。また，新たに防災士会等の団体と連携して活動の幅を広げていくとともに，引き続き，地域コミュニティとの合同訓練等を実施することで，官民一体となって地域全体の防災力の向上を推進する。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		  本事業の実施により、鳥取県内において新たに１つの少年消防クラブが結成された。【消防団主体による少年消防クラブ数：（事業実施前）４クラブ→（事業実施後）５クラブ】
　本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、少年消防クラブの活動自粛や当初計画していた事業が変更、延期又は中止となるなど実施内容が大幅に縮小した。県、市町村、消防団等で活動を模索してきたが、保護者や学校及び団体等の活動自粛環境により思うように事業成果に繋げることが出来なかった。このような状況ではあったが、米子市消防団少年消防クラブにおいて「夏の友」の作成、配布を行った。これは「集まっての活動が出来ない中で、規律訓練やロープ結索方法等を自宅学習しておいてほしい」とのアイデアにより推進された。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		「夏の友」（親子説明会）（抜粋） ナツ トモ オヤコ セツメイカイ バッスイ		写真２ シャシン		「夏の友」（親子説明会）（抜粋）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		防災合宿（夏の友で学習したロープ結索を実践）		写真４ シャシン		米子市防災展

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		米子市防災展		写真６ シャシン		米子市防災展

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		 これまでの県内少年消防クラブの活動支援により、子どもの防災知識の向上や防災への意識、また様々な世代の防災への関心が高まっており、引き続き、本取組を推進するとともに、今後は、これらの活動の周知、広報により少年消防クラブ未結成地域の更なる結成促進を図る。また、本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、既存の少年消防クラブがこれまで通りの活動を行えないといった課題に直面した。このような中でも生まれた成果や活動の工夫、アイデア等を集約、共有し、今後の活動に反映する。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		　松山赤十字病院の先生を講師に迎え、小児科医の専門的な知見や被災地支援から得た経験談などを学び、「まつやま子育て防災ブック」に活かすことができました。
　また、子育て世代の防災意識調査の結果や本市の災害リスク、女性消防団員や女性防災士のみなさんの経験などを踏まえた内容とできたため、子育て世代により身近に防災を感じてもらえる冊子となりました。
　さらに、大学生防災士も冊子づくりに参加したことで、様々な世代の視点を冊子に盛り込むことができました。
　加えて、女性消防団と女性防災士が協力して作成することで、防災に関わる女性同士の交流を深めるきっかけづくりにもなりました。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		松山赤十字病院の先生の講演		写真２ シャシン		松山赤十字病院の先生の講演

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		「まつやま子育て防災ブック」作成グループワーク		写真４ シャシン		「まつやま子育て防災ブック」作成グループワーク

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		「まつやま子育て防災ブック」作成グループワーク		写真６ シャシン		「まつやま子育て防災ブック」完成

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　作成した「まつやま子育て防災ブック」を子育て世代が多く集まる場所に設置し、防災について考えるきっかけづくりをするほか、女性消防団員や女性防災士のみなさんにも参加してもらい、冊子を活用したイベントや研修を企画します。
　その中で得た意見や課題は地域や関係機関と連携し、子育て世代が安心して安全に暮らせるまちづくりに取り組んでいきます。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　避難所運営訓練では、約３００人が参加され、地域の中の多くの団体が参加する中で連携を深めるとともに、避難行動要支援者の対応を学ぶことができた。避難所運営委員会の役員も決定できたので、急な災害発生時でも、円滑に地域による避難所運営を行うことが出来る体制づくりが整った。
　防災コンサートでは、約４００人もの多くの方にコンサートを合わせて防災の取り組みを行ったことで、日頃あまり防災に関心の無い方も参加していただき、広く啓発を図ることができた。また、地震発生時の避難行動も訓練することが出来た。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難所の受付		写真２ シャシン		消防団による子ども福祉避難所への移送

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所運営委員会の会議		写真４ シャシン		女性消防団員による防災講話

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		地震発生直後の避難行動		写真６ シャシン		屋外への避難行動

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　避難所運営訓練をとおして、避難行動要支援者の対応について関係機関で連携体制が構築できたことから、今後は地域と福祉部署が協力して「個別支援計画」の円滑な策定につなげていくことが期待される。
　防災コンサートでは、参加した小中学生をはじめとして、広く市民に対して防災の啓発ができたことから、非常用持出袋の準備や安全な避難行動につながり、安心安全な地域づくりにつながった。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　新型コロナウイルス感染症対応避難所運営訓練の実施により、自主防災組織、防災士連絡協議会、町職員のコロナ禍における避難所運営に係る対応を統一することができた。
　また、防災講話において地域主体の継続的な自主防災活動に関する意識付けを行ったことにより、自主防災組織未設立地区において、新たな自主防災組織設立に向けた活動が始まった。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		熊本県自主防災活動支援員による講演会		写真２ シャシン		手袋着脱・手指消毒・手洗い訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		段ボールベッド・パーティション組立て訓練		写真４ シャシン		避難所受付訓練

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		物資受渡し訓練		写真６ シャシン		自主防災組織未設立地区における活動

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		  当該事業で実施した訓練を活かし、公民館に設置している段ボールベッド・パーティションを活用するなど、自主防災組織及び防災士が中心となり安全な自主避難所の運営を行うことで、多種多様な避難への対応につなげていく。
　また、訓練及び講演会に参加した防災士と町が積極的に自主防災組織未設立地区に出向き、自主防災組織設立に向けた助言・支援をすることで、新しい組織の設立を促し、自主防災組織カバー率１００％を目指す。
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